「お、おめえさんたち!…いやね、このめえから穴の中にでっけえモグラのバケモンが
出るようになっちまって……今もまたその大モグラに追いかけられて、なんとか逃げ出てき
たってわけよ……ああ、オレの勘じゃお宝まであと一歩ってとこなのに……
モッチーさんはうらめしそうに穴を横目で見た。そこで、ぼくは言った
「モッチーさん。その化け物モグラは、ぼくらに任せて!バッチリ退治するから!」「へ?
お、おめえさんたちがかい?」モッチーさんはキョトンとぼくらの顔を見る。
「実はね、モッチーさん。私たち、大金が必要になったの。それでモッチーさんたちの手伝
いをさせてもららおうと思ってきたところだったのよ」
けど、嬢ちゃん。中はさっきも言ったように、すげえバケモンがいるんだよ?」
「大丈夫ですよ。ボクらは今までもすごい敵を倒してきたのですから」
モッチーさんをジェフが説得し、ぼくらは埋蔵金が眠っているだろう穴ヘトライ!
狭い通路をしばらく進むと、右手に細い脇道が現れた。このT字路をぼくらは……。
●右に曲がる26ヘ●そのまま直進4
521
ビーチを歩いていると、木に下げられた鳥かごからキュウカンチョウが話しかけてきた。
ピラミッドのあるスカラビに行くには海を渡らなければならないんだワー。でも海にはク

